
経常研究

標準測定法に

よる監視地点

センサーの配置
を提案する地点

人口データは国土数値情報より取得

効率的なPM2.5観測網の構築案と効果的な公開方法を確立し、道と連携することにより道民のより安全・安心な生活に貢献します。

共同研究機関：北海道環境生活部環境局、北海道大学、神栄テクノロジー株式会社

PM2.5環境基準値をもとに、
カテゴリと色分けを提案

環境基準(年平均)
15µg/ｍ3

注意喚起(日平均)
70µg/ｍ3

環境基準(日平均)
35µg/ｍ3

 越境汚染を感知するためには：日本海沿岸部に２地点センサーを追加配置する
だけで北海道へ流入する越境汚染の把握が可能です。

背 景

成 果

期待される効果

濃度別の行動のめやすを
わかりやすく示すことが可能

効果的な公開方法：どのように公開するか?

4時間後

2018.4.27 12:30 

PM2.5：112μg/m3

2018.4.27 8:30

PM2.5： 24μg/m3

• 越境汚染により全道でPM2.5が高濃度となる事例が近年発生しています。

 現在の環境監視地点は限られており、全道的なPM2.5の観測網の構築が必要です。
 簡易測定法としてPM2.5センサーの利用が検討されており、既存の標準測定法と組み合

わせた効率的な地点配置とより効果的な測定結果の公開方法が課題です。

1 効率的な配置の検討：どこで測定するか？

越境汚染時の高濃度PM2.5は大陸
側から流れてきています。

https://ready.arl.noaa.gov/HYSPLIT.php

2018年4月27日12時

 道内各地点の濃度把握のためには：地形や気象の影響および地域発生源や人口
を考慮してセンサー配置地点を提案します。

日本海沿岸部は
濃度の地域差が
少ないことが分
かった。

赤は人口分布を示す

PM2.5のモニタリングネットワークの構築案
センサーによる効率的な測定網と効果的な公開法を提案しました。

道民の健康を守る効果的な
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